
あすか製薬  

デンカ生研  

デンカ生研  

下垂体性  
性腺刺激  
ホルモン  
ウシ血清  

臼局ヒト下垂体性  
性腺刺激ホルモン   

乾燥組織培養不  
活化A型肝炎ワク  
チン  

乾燥組織培養不  
活化A型肝炎ワク  
チン  

乾燥組織培養不  
活化A型肝炎ワク  
チン  

ヒト尿  

ウシの血液  

ウシ胎児の  
血清   

ウシの謄臓  

製造中止に  
より記載なし   

製造中止に  
より記載なし  

製造中止に  
より記載なし  

製造中止に  
より記載なし  

製造中止に  

より記載なし  

蕪●   蕪‾  

蕪‖  

蕪‖  
ウシ胎児  

血清  

DNase I 
デンカ生研  

蕪‾  蕪‾  蕪‾‾  

デンカ生研  
乾燥組織培養不  
活化A型肝炎ワク  
チン  

幸乞燥組織培養不  
活化A型肝炎ワク  
チン  

ウシの謄臓  
蕪‾  蕪‾  蕪‖  lRNase A 

デンカ生研  
トリプシン  ブタの膝臓  宥‾  蕪‾  蕪‖  

CDC／MMWR2009：  
58（Dispatch）：1－3  

（2009Apri12り  

CDC／MMWR2009；  
58（Dispatch）；1－3  

（2009Ap川28）  

インフル工ン ザ  
90572に同じ  

新型インフル エンザ （HINl）  

90572に同じ  

2009年3月から4月上旬にかけてメキシコで呼吸器疾患のアウ  
トブレイクが発生した。3月1日から4月30日までに合計1918例  
の重症呼吸器疾患症例が報告され、うち286例がインフルエン  
ザA陽性、97例がRT－PCRにより新型インフルエンザA／HINlと  
確定された。死亡例は合計84例が報告された。このインフルエ  
ンザウイルスはカリフオルニアの小児患者2例から同定された  
ウイルスと同一の株であることが判明した。  

新型インフル エンザ （HINl）  

CDC／MMWR2009；  
58（Dispatch）：1－3  

（2009Ap用30）  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）   

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

CDC／MMWR2009：  
58：453－458（2009  
May8）   

CDC／MMWR2009：  
58（Dispatch）；卜3  

（2009May12）  

90572に同じ  

90572に同じ  

▼ヽ   
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r■－■Y▲’■J■■rヽ■■1■■ 乾燥組織培養不  

GL37細胞  デンカ生研  バングラデッシュ首都ダッカ市内動物園で死亡したアカゲザル  
の肺結核病変部から分離されたMTC（結核菌群）菌株よりゲノ  

ムDNAを抽出し、遺伝子解析を行った。その結果、分離株は  
MTCの進化系統樹上のOlyxbacillusに位置する可能性が高く、  
種としての登録がなされていないことから新種の可能性が示唆  
された。また、この菌がオリックスとサルという遺伝的に離れた  
位置にある哺乳類から検出されたことから宿主域の広い菌であ  
る可能性が考えられた。  

リザルの腎  
細胞由来   

より記載なし  
活化A型肝炎ワク チン  

日本感染症学会  
第83回総会  
83（S）283P－039  

ヒトにのみ感染すると考えられていた四日熟マラリア原虫の自  
然宿主として類人猿を同定した初めての報告である。輸入チン  
パンジー60個体に対しPCR検査を行った結果、2個体からマラリ  
ア原虫を検出し、系統学的解析より四日熟マラリア原虫と同定  
した。ヒトマラリア原虫の宿主特異性についての再考と、マラリ  
ア対策におけるヒト以外の霊長類への注意について指摘してい  
る。   

日本寄生虫学会  
第78回 83（S）283  
BPA－12  

マラリア  

領  日本  
乾燥弱毒生風しん  
ワクチン  

乾燥弱毒生麻しん  
おたふくかぜ凰し  
ん混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん  
風しん混合ワクチ  
ン  
乾燥弱養生おたふくかぜ  
ワクチン  
乾燥弱書生麻しんワクチ  
ン  
乾燥弱暮生麻しんおたふ  
くかぜ風しん混合ワクチ  
ン  
乾燥弱書生麻しん風しん  
児令コク王ン＿‖‖．＿．  
乾燥弱書生風しんワクチ  
ン  
乾燥弱養生おたふくかぜ  
ワクチン  
乾燥帯竃生麻しんワクチ  
ン  
乾燥弱書生水痘ワクチン  
乾燥弱暮生麻しんおたふ  
くかぜ息しん混合ワクチ  
ン  
水痘抗原  
乾燥弱書生麻しん風しん  
混合ワクチン  
乾燥細胞培養日本脳炎  
ワクチン  

SPFウズラ  

SPF発育ウ ズラ卵  病研究会  

日本  

SPFニワト リ胚  SPF発育鶏 卵  病研究会  

ウシ血清  ウシの血液  ニューー  

ジ ランド、オー ストラリア  病研究会   
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概要  

沈降精製百日せきジフテ  ウマの血清  ウマ血清   
リア破傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合  
ワクチン  
百日せきジフテリア破傷  
風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破悔風混  
合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合ト  
キソイド  
成人用沈降ジフテリアト  
キソイド  
ジフテリアトキソイド  
乾燥まむし抗毒素  
乾燥ジフテリア抗毒素  
乾燥破傷風抗毒素  

病研究会  

オランダ、米  
国、カナダ、  
＿．＿       ヽ○  

＿ユ‾‾ソ‾  

ランド  

ウシの乳  乾燥詞書生風しんワクチ  
＿ノ  

乾燥弱書生おたふくかぜ  
ワクチン  
乾燥帯書生麻しんワクチ  
ン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱書生麻しんおたふ  
くかぜ風しん混合ワクチ  
ノ■  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん  
混合ワクチン  
乾燥細胞培養日本脳炎  
ワクチン  

百日せきワクチン  
沈降精製百日せきワクチ  
ン  
沈降精製百日せきジフテ  
リア破傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合  
ワクチン  
百日せきジフテリア破傷  
風混合ワクチン  

乾燥弱毒生風しん  
ワクチン  

乾燥日本脳炎ワク  
チン  

乾燥弱毒生おたふ  
くかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しん  
ワクチン  

乾燥弱毒生麻しん  
おたふ〈かぜ風し  
ん混合ワクチン  

日本脳炎ワクチン  

水痘抗原  

エリスロマ  

阪大微生物 病研究会  
トビオン酸  
イシンラク  塩  

蕪‾  蕪‾  蕪‾‾  オーストラリ  

ア、ニュー  
ジーランド  

ウシの乳  
カザミノ酸  

阪大微生物 病研究会  

密着‾ エ程   
蕪‾  蕪‾‾  オーストラリ  

ア、ニュー  
ジーランド  

ヒツジの毛  

コレステ ロール  病研究会  
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トリプシン  ブタの膵臓  阪大微生物  
病研究会  中国中心部で2004－2006年の間、ブタインフルエンザのサーベ  

イランスが行われ、2種のH3N8インフルエンザウイルスがブタか  
ら分離された。この2種の分離株について8ケ所の遺伝子断片  
の塩基配列決定および系統発生解析を行った結果、この2つの  
分離株はウマ由来であり、1990年初頭に検出されたヨーロッパ  
のウマH3N8と近縁であると判明した。HA（hemagglutinin）アミノ  
酸配列を比較した結果、いくつかの重大な置換が認められ、一  
つの置換はgLycosylationsiteの欠損をおこし、二つの置換はイ  
ヌH3HAsに報告があった。HAタンパクに変異を持つウマH3N8  
インフルエンザウイルスの宿主範囲の拡大はヒト感染の可能性  
を示唆する。  

ン  
乾燥弱義生おたふくかぜ  
ワクチン  
乾燥弱養生麻しんワクチ  
ン  
乾燥弱書生水痘ワクチン  
乾燥弱書生麻しんおたふ  
くかぜ風しん混合ワクチ  
ン  
水痘抗原  
乾燥弱書生絆しん凰しん  
混合ワクチン  
乾燥細胞培養日本脳炎  
ワクチン   

沈降精製百日せきジフテ  
リア破傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合  
ワクチン  
百日せきジフテリア破傷  
風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破儒風混  
合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合ト  
キソイド  
成人用沈降ジフテリアト  
キソイド  
ジフテリアトキソイド  

沈降精製百日せき  
ジフテリア破傷風  
混合ワクチン  

百日せきジフテリ  
ア混合ワクチン  

百日せきジフテリ  

ア破傷風混合ワク  
チン  

沈降ジフテリア破  
傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風  
混合トキソイド  
成人用沈降ジフテ  
リアトキソイド  
ジフテリアトキソイ  

ド   

Archives of  
Virology2009：  
154；887－890  

インフルエン ザ  

蕪■‾  該当なし（製  

造中止）  

蕪●  

ニワトリの 肉、骨  病研究会  

1可  

蕪‥  
ブタの内 膳肪  

該当なし（製 造中止）   宥‾  
病研究会  ス  

Archives of  
Virology2009；  
154：887－890  

インフルエン ザ  
90614に同じ   
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概要  

沈降精製百日せきジフテ  
リア破傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合  
ワクチン  
百日せきジフテリア破傷  
風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混  
合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合ト  
キソイド  
成人用沈降ジフテリアト  
キソイド  
ジフテリアトキソイド  

乾燥日本脳炎ワク  
チン  
日本脳炎ワクチン  

沈降精製百日せきジフテ  
リア破傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合  
ワクチン  
盲巳せきジフテリア破傷  
風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混  
合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合ト  
キソイド  
成人用沈降ジフテリアト  
キソイド  
ジフテリアトキソイド  

乾燥弱毒生麻しん  
おたふくかぜ風し  
ん混合ワクチン  

病研究会  

日本  マウス  
マウスの  
脳  

牛肉消化  

液  

阪大微生物  

病研究会  

ウシの筋肉  阪大微生物  

病研究会  

蕪‾  蕪‾‾  
泰鉱一 物  

宥●  

造中止品  
該当なし（製  目）  

ヒトの血液  

人血清ア ルブミン  

阪大微生物  

病研究会  WHOは2回目のパンデミックの到来に備えるよう、北半球の各  
国に注意喚起している。HINlパンデミックウイルスは世界のほ  
とんどの地域で最も主要なインフルエンザ種であり、パンデミッ  
クは今後も感染集団を介して続くであろう。ウイルスが強毒化す  
る変異の兆候はなく、臨床症状はすべての国で概ね一致してお  
り、ほとんどが軽度であるが、2回目のパンデミックでは更に多〈  
のヒトが羅患する可能性がある。パンデミックでは比較的若年  
者が感染し、重症および死亡症例の大半が50歳以下の成人で  
あるが、季節性インフル工ンザでは約90％が65歳以上である。  
また、若者や健康者にも重度の呼吸器疾患を起こす事があり、  
ICUでの治療が必要となる。妊娠中や呼吸器疾患、重いぜん  
息、心臓血管障害、糖尿病および免疫不全などの疾患は重症  
化および死亡のリスクを高くしており、また、少数民族や先住民  
族は入院や死亡のリスクが4－5倍高いとの報告もある。   

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  
WHO2009August 28  
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ウシの血液  阪大微生物  
病研究会  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

百日せきワクチン  
沈降精製百日せき  
ワクチン  
沈降精製百日せき  
ジフテリア破傷風  
混合ワクチン  
百日せきジフテリ  
ア破傷風混合ワク  
チン  

乾燥弱書生風しんワクチ  
ン  
乾燥弱毒生おたふくかぜ  
ワクチン  
乾燥弱義生麻しんワクチ  
ン  
乾燥弱毒生麻しんおたふ  
くかぜ風しん混合ワクチ  
ン  
乾燥弱毒生廃しん風しん  
混合ワクチン  
乾燥細胞培養日本脳炎  
ワクチン  

乾燥弱毒生水痘ワ  
クチン  
水痘抗原   

乾燥痘そうワクチ  
ン  

点そうユク吉と…＿  
トラスツズマブ（遺  

伝仕組換え）  

トラスツズマフ（遺  

伝子組換え）  

トラスツズマプ（遺  

伝仕組換え）  
トラスツズマブ（遺  

伝子租換え）  

トシリズマブ（遺伝  

子組み換え）注   

トラスツズマフ（遺  

伝子細換え）  
ストレプトコックス  
ピオゲネス（A群3  

型）Su株ペニシリ  

ン処理凍結乾燥粉  

克‖…．＿．…‥．  

ウシの乳  
オランダ、ド  
イツ、オース  
トラリア、  
ニュージー  

ランド  

病研究会  

ヒト胎児肺  

二倍体細  
胞   

ウシの皮膚  

ブタ胃液  

1986年に樹立し  
たマスタセルバ  
ンクに使用した  
ヒトの細胞株  
該当なし（製  

造中止晶  

臥‖．．．．＿．  
米国  

藤一  蕪■  
病研究会  

2009／10／16  

2009／10／16  病研究会  中外製薬  

ブタ脂肪  

米国、カナ ダ  
中外製薬  

ウオーター  

ウシ乳  

ブタ膵臓  

米国、  

ニューソー  

郡∴」⊥」＝．．▼  
米国、カナ  
ダ、日本、フ  
ランス  

中外製薬  

中外製薬  

2009／10／16  

2009／10／16  
くンクレア  
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■■■－■■■iY プリマトン  

トラスツズマフ（遺 伝子組換え）  

ウシ：米国、  

ウマ：米国、  

カナダ、ブ  
タ：米国、カ  

ナダ  

米国、カナ  

ダ  

心臓、ウマ  
牌臓、脛  
肉、ブタ  
ラード  
ウオーター  
ブタ障臓  

レノグラスチム（遺  

伝子組換え）  
エポ工テン ペータ  

（遺伝子組換え）   

レノグラスチム（遺  

伝子組換え）  
エポエチン ベータ  

（遺伝子細換え）   

トラスツズマブ（遺  

伝子組換え）  

レノグラスチム（遺  

伝子細換え）  
エポエチン ベータ  

（遺伝子組換え）  

トシリズマフ（遺伝  

子組換え）   

レノグラスチム（遺  

伝子組換え）  

中外製薬  

蕪■■  蕪■  米国、オー  
ストラリア、  
＿ユ‾ン‾  

ランド   

マスタセル  

バンクは  
1990年以前  
に樹立され  
ており、原産  
国不明  

ウシ血清  

ウシ胎仔 血清  
中外製薬  

蕪‥  蕪‾  蕪‾  チャイニー  
ズハムス  
ター卵巣  

中外製薬  

宥●   蕪‾  蕪‖  マスタセルバン  
クは1990年以前  

に樹立されてお  
り、原産国不明  

ヒト血菜  ヒトトランス  

フェリン  

中外製薬  

新型インフル 工ンザ （HINり  

CDC／MMWR2009：  

58；（Dispatch）1－3  

（2009Apri】21）  

90498に同じ  

2008年に南アで発生した致死性出血熱のアウトブレイクにおい  
て、30年ぶりに新規の旧世界アレナウイルスが分離された。発  
見された地名（Lusaka，Johannesburg）より、LLUOVirtJSと命名さ  
れた。  

90523に同じ  

ウイルス感  
染  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

PLoS Pathogenes  
2009 May 

FDA／CBER2009 Apri130  
ウシ乳  DMEM／F1 2  レノグラスチム（遺  

伝子組換え）  
エポ工テン ペータ  

（遺伝子細換え）   

ヘパリンカルシウ  
ム  

串沐喚菜‾  

ブタ腸粘膜  
ヘパリンカ  

ルシウム  

持田製薬  

Release2009May  C円ANews  2  インフルエン ザ  
90507に同じ  
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人血清ア ルブミン  
ヒト血液  持田製薬  

インターフェロン ベータ  日本細菌学会第  
82回総会（2009  
March12．13，14）  
P2－182   

厚生労働省（平成  

21年4月28日健感  
発0428003号）   

WHO／EPR2009  
May 14 

細菌感染  9049引こ同じ  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

リケッチア症  

ウイルス感  
染  

レンサ球菌  
感染  

90505に同じ  

90505に同じ  

第83回日本感染  
症学会総会 P214  
0－152  

90505に同じ  

日本感染症学会  
第83回総会 P224  
0－171  

90505に同じ  

日本感染症学会  
第83回総会 P225  
0－173  

90479に同じ  

日本感染症学会  
第83回総会 P225  

0－174   

日本感染症学会  
第83回総会 P239  

0－201  

NEnglJMed  
2009；360ニ2099－  

2107  

細菌感染  
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2001年以降、フランスのレファレンス研究所は川Vの遺伝子多  
様性を調査しており、2004年に血清検査でHⅣ陽性であった62  
歳の女性の血清試料（RBF168）を分析した。この血清は女性が  
カメルーンからパリに移住した直後に採取された。女性は現在  
AIDSの症状はない。RBF168からウイルスを分離し、ウイルス遺  
伝子を解析した結果、RBF168はゴリラのサル免疫不全ウイル  
ス（SIVgor）と最も近縁であった。この新しいウイルスは新しい  
HlV－1のプロトタイプであると思われるが、HIV－1のグループ  
M，N，0とは異なり、グループPと命名された。RBF168株が発見さ  
れる前は、HIVグループ0が最もSIVgorに近縁であったが、変異  
の大きさから現在のSIVgorから直接出現したのではなく、  
SIVgorのゴリラからヒトヘの伝播が起因していると考えられた。  
これらの結果より、川∨の感染源としてチン′くンジーに加えてゴ  
リラが示された。   

Nature Medicine  

2009：15：871－872  

58／148ページ  



ウロキナーゼ  
日本細菌学会第  
82回総会（2009  
March12，13．14）  
P2－182   

厚生労働省（平成  
21年4月28日健感  
発0428003号）  

細菌感染  90498に同じ  

新型インフル  
エンザ  
（HINり  

新型インフル  
エンザ  
（HINり  

リケッチア症  

90505に同じ  

WHO／EPR2009  
May14   

第83回日本感染  
症学会総会 P214  

0－152  

日本感染症学会  

第83回総会 P224  

0－171   

日本感染症学会  

第83回総会 P225  

0－173  

日本感染症学会  
第83回総会 P225  

0－174   

日本感染症学会  

第83回総会 P239  

0－201   

NEnglJMed  
2009；360；2099－  

2107  

90505に同じ  

90505に同じ  

ウイルス感  
染  

レンサ球菌  
感染  

細菌感染  

90505に同じ  

90479に同じ  

90505に同じ  

真菌感染  90505に同じ  

ウイルス感 染  
90505に同じ  

Nature Medicjne  

2009：15：871－872  

CFIA News  

Release2009May  

2  

CF［A News  

Release2009May  

2  

90636に同じ  

持田製薬  
インターフェロン  
ベータ  

インターフェロン  
ベータ  

カルポキシ  
ブタ膵臓  米国  

ペプチダー  
ゼ   

トリプシン   

インフルエン  
ザ  

インフルエン  
ザ  

90507に同じ  

持田製薬  
ブタ膵臓   

該当なし（出 荷なし）  

蕪‘  宥‾   蕪‾‾  

90507に同じ   

5q／14只ページ  



りンナトリ  ダルテパリ  
ンナトリウ  
ム  

2009年6月25日、アルゼンチンブエノスアイレスにおいて  
A／HINlインフルエンザのアウトブレイクが報告された。発生日  
は2009年6月15日であり、最初の確定日は6月24日、報告日お  
よぴ0IEへの報告日は6月25日であった。飼育頭数ブタ5586  
頭、発生頭数はブタ1676頭、死亡例0頭であった。   

■●■ ■ ■■■ ■－■●●■■■ － ■■ ■一－－■■－－－－－ － － －－t － － －－一一 一一一 － －－－－一一 ●－－－ ■  

アルゼンチン政府はブエノスアイレス地方の養豚場で起こった  
インフルエンザA／HINlのアウトブレイクを報告した。感染源は、  
2009年6月7－9日にインフルエンザ様症状を示した農場労働者  

であり、ヒトから動物に伝播した。感染したブタは2009年6月24  
日まで症状を呈したが、現在は回復している。総計5500頭を超  
えるブタにおいて30％が羅患し、死亡例はなかった。この報告  
は、「新興感染」として国内のブタにインフルエンザA／HINlを検  
出し、0IEに報告したまだ2例日であり、1例日は2009年4月にカ  
ナダでブタに関連した報告であった。EUの調査グループが行っ  
た、ヒトからの新型変異インフルエンザA（H川1）ウイルスに感染  
したブタに関する予備的検査では、naivepigsに経鼻的にウイル  
スを接種すると、感染のト10日後（ピークは3－5日後）まで（口  
と目から）ウイルスが排泄された。経直腸的ウイルス排泄やウ  
イルス血症は認められなかった。感染していないブタを感染ブタ  
の中に入れると、接触によりウイルスに感染した。感染したブタ  
はすべて、軽症ないし中程度の臨床症状と病理学的所見を示  
した。  

ProMED－mai1  

20090626．2322  

インフルエン ザ  
ProMED－mai1  

20090701．2376  

アルゼンチンにおけるA／HINlインフルエンザ：発生日 2009年  

6月15日、最初の確定日 2009年6月24日、報告日 2009年7月  
8日、原因 新型A／HIN12009インフルエンザウイルス。2009年  
6月29日にBUENOSAtRESCanuelasCanuelasでA／HINlインフ  
ルエンザのアウトブレイクが発生した。疑い例はブタ引04頭、確  
定例はブタ1632頭、死亡例0頭であった。疑い例は全て処分さ  
れた。  

インフルエン ザ  
0IE2009July9  

2009年7月17日、アルゼンチン政府は少なくとも1つのブタ群で  
新型HINlインフルエンザウイルスを検出したことに続き、全国  
的な動物衛生上の非常事態を宣言した。危機管理計画は早期  
検出を確実にするため、養豚場や処分施設での検査を増やす  
事を許可している。今月初め、州が運営するSENASAは、ブエノ  
スアイレス州の養豚場で労働者が動物にこの新種を持ち込ん  
だ疑いがあると報告し、ブタがヒトから感染可能であるという理  
論の重要性が高まった。また、その後検査された別の養豚場も  
ウイルス陽性であったと報告した。   

インフルエン ザ  
4．ProMED－maiI  

20090718．2557  

60／148ページ  



2009年7月7日、カナダ政府はSaskatchewan州で新型インフル  
エンザ種を検出したと報告した。同州にある養豚場の2人の労  
働者から検出され、3例日は調査中である。PHAC（Public  
Hea（thAgencyofCanada）の国立微生物研究所は、この新しい  
種がヒト季節性インフルエンザおよぴブタインフルエンザ由来遺  
伝子から構成されていることを確認したが、現在流行しているパ  
ンデミックHINlインフルエンザの新型とは異なる。HeaLth  
Ministerは、予備的な結果からは公衆衛生へのリスクは低く、通  
常の季節性インフルエンザワクチンを接種した国民はこの新し  
いインフル工ンザ種にいくらか免疫があると述べた。また、カナ  
ダ当局は、WHOにこの新しいインフルエンザウイルスの検出に  
ついて通知し、カナダ政府は引き続き警戒し、国民に進捗につ  
いて情報提供を続ける、と報告した。   

2009年4月30日現在、11の国がインフルエンザA（H川1）に感染  
した257の症例を公式に報告した。  

カナダC円Aの検査員2名が、2009年4月下旬にAIbe止aのブタに  
おけるインフルエンザアウトブレイクについて調査中にブタイン  
フル工ンザA／HINlに感染したことが発覚した。カナダにおける  
最初の新型インフルエンザ感染例である。   

カナダ・マニトバ州内のブタ群で新型パンデミックHINlインフル  

エンザウイルスが検出された。最初に雌ブタ群で、次いで離乳  
ブタおよび肥育ブタの家畜小屋で新型HINlの確定診断がなさ  

れた。ウイルスは、感染したメスブタから生まれた子ブタに感染  
し、子ブタ群および肥育ブタ群に広がった。このウイルスの感染  
を検出した群における症状はとても軽く、死亡例はなかった。最  
近の方針声明では、新型HINlと診断された農場に検疫およぴ  
ブタ処理を要求することはない。この新型ウイルスは、ブタ群で  
一般的に検出される他のインフル工ンザと異なる挙動は示して  
おらず、動物がヒトヘのウイルス感染に顕著な役割を果たして  
いる証拠はない。   

8loas8 2009July  PHAC News R   7  インフルエン ザ  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

update62009年4  
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カナダPHAC（PublicHealthAgencyofCanada）によるパンデミッ  
ク（HINl）ウイルスの監視と疫学調査の週間報告である。2009  
年8月23－29日の週は、全体のインフルエンザ活動の傾向は先  
週と比べてわずかに減少し、ILI診察の割合は一年のこの時期  
に予想される範囲内である。パンデミック（HINl）2009のピーク  
はweek22から24の間（2009年5月31日から6月20日）であっ  
た。羅患故においては、／くンデミック（HINl）2009の勢いは低く、  

入院数13例および死亡1例である。2009年8月29日現在、入院  
総数は1，454例、283例はtCUに入院し、パンデミックが起こって  
以来死亡総数は72例となった。また、パンデミック（HINl）2009  
は全州および準州に広がったが、これまで入院症例の約90％お  
よび死亡症例の85％以上は4州（A巳MB．ON，QC）から報告され  
ている。2歳以下の子供、妊娠女性、疾患のある65歳以下の人  
および先住民は、入院する割合が高くまた重症化するリスクが  
大きい。  

カナダPHAC（PubIicHealthAgencyofCanada）によるバンデミッ  
ク（HINl）ウイルスの監視と疫学調査の週間報告である。2009  
年7月19－25日の週は、全体のインフル工ンザ活動はこの遇で  
はわずかに減少し、ILl診察の割合および長期入院施設におけ  
るアウトブレイク数は先週に比べて低かった。また、インフルエ  
ンザ検査で陽性を示した割合は6週連続で減少した。2009年7  
月25日現在、PHACにはこれまでのところ、入院総数は1，271例  
であり、219例はICUに入院した。今週、8例の死亡が報告され、  
パンデミックが起こって以来死亡総数は57例となった。入院の  
ピークを示す期間は、6月の最初の3週間であった。また、入院  
症例全数の約90％および死亡症例の85％は4州（QC．ON，MB．  
AB）から報告されている。感染した女性、年齢中央値および基  
礎疾患を呈する症例の割合は、病気の重症度に伴い増加して  
いる。カナダで最初であるオセルタミビル耐性症例は7月21日に  
Quebecで報告された。  

2009年4月30El現在、11の国がインフルエンザA（HINl）に感染  
した257の症例を公式に報告した。  
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2009年7月31日、オーストラリアのNewsouthWales（NSW）にあ  
る養豚場でブタインフルエンザのアウトブレイクを確認した。  
オーストラリアでブタにこのウイルスが確認された初めての例で  
あり、政府当局は、恐らく、養豚場の労働者から動物に伝播し  
たと考えている。総計280頸のブタは検疫下におかれ、厳重な  
／くイオセキュリティーの措置を取ってウイルスを封じる努力をし  

ている。   

インフルエン ザ  
ProMED－maj1  

20090801．2698  
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概要  

2009年8月25日、オーストラリアのQueenslandにある養豚場  
は、ブタがインフル工ンザAに陽性を示し、ブタインフルエンザの  
アウトブレイクの可能性があるため封鎖され、インフルエンザ  
A（HINl）の確定検査を実施中である。450頭のうち多くのブタが  
インフルエンザ様症状を呈しているとの報告後、鼻綿および血  
液書式料は採取された。養豚場は検疫下におかれ、厳重なバイ  
オセキュリティーの措置が実施されている。  

2009年8月19日、2ケ所目となるオーストラリアの養豚場がブタ  
インフルエンザウイルス検出により検疫下におかれた。政府当  
局は、ウイルスが変異し、強毒株となってヒトに伝播するとのIb  
配があるため、ビクトリア州に養豚場の封鎖を命じた。ブタのイ  
ンフルエンザ感染は、ヒトへの健康に影響を及ぼす問題ではな  
く、国内外の専門家は、ブタ肉および豚肉製品を食べても安全  
であると強調している。また、ブタはインフルエンザに羅患した  
施設の労働者からウイルス感染があったと考えられていると、  
メディアは報じた。  

2009年7月末、カンザス州ライリー郡在住の子供が一般的には  
ヒトに感染しないブタインフルエンザH3N2ウイルスに感染した。  
この子供はブタとの直接の接触があった。H3N2ウイルスは北ア  
メリカのブタ間で一般的に流布しており、4月中旬に米国で初め  
て検出されたブタ由来pandemicHINlウイルスとは異なる。  
KDHEの保健部長は、H3N2ウイルスはpandemicHINlウイルス  
とは関係していない事、およびpandernicHINlウイルスの変異  
や組換えによるウイルスではな〈、現時点では、ヒトの健康に脅  
威を及ぼしてはいないと報告した。子供はインフルエンザ様症  
状を呈したが、完全に回復し、家族からの病気の報告はなかっ  
た。  

インフルエン ザ  
ProMED－mai1  

20090826．2999  

インフルエン ザ  
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20090820．2951  
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ProMED－mai1  
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米国CDCはweek34（2009年8月23－29日）における国内インフ  
ルエンザ活動は増えている事を報告した。2009年4月中旬から8  
月30日までにCDCに報告のあった2009インフルエンザA（HINl）  
ウイルスと関連した入院数総計9，079例および死亡例593例は、  
前の週のそれぞれ8，843例および556例から増加した。Week34  
の期間では、検査されCDCのインフルエンザ部門に報告された  
1，109例（17．3％）がインフル工ンザ陽性であった。また、CDCに報  

告されたインフルエンザAのすべてのサブタイプのうち、97％が  
2009インフル工ンザA（HINl）であり、新しいインフルエンザAウイ  
ルス感染1例が報告された。更に、1例のインフルエンザに関連  
した小児の死亡が報告され、2009インフルエンザA（HINl）ウイ  
ルス感染と関連していた。   

2009年2月22－28日における米国内インフル工ンザの推移状  
況。インフル工ンザA（Hl，H3，unSubtyped）およぴBの感染状況な  
どの報告が述べられており、新規インフルエンザA（HINl）ウイ  
ルスのヒトへの感染例は1例であり、病気のブタとの接触があっ  
た。   
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厚生労働省 新型  
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乾燥濃縮人血液  
凝固第Ⅷ因子  

人血清ア ルブミン  化学及血清 療法研究所  

CDC／MMWR2009；  

58：229－232  
90498に同じ  

日本細菌学会第  
82回総会（2009  
March12，13，14）  
P2－182  

細菌感染  90498に同じ  

新型インフル エンザ （HINl）  

CDC／MMWR2009：  

58ニ（Dispatch）卜3  

（2009Apri121）  

厚生労働省 新型  
インフルエンザに  
関する報道発表資  
料 2009May16  

90498に同じ  

新型インフル エンザ （HINl）  

9049引こ同じ   

67／148ページ  



トリプシン  ブタ膵臓  化学及血清  
療法研究所  

乾燥弱毒生麻しん  
ワクチン  
乾燥組織培養不  
活化A型肝炎ワク  
チン  
乾燥弱毒生風しん  
ワクチン  
乾燥帯毒生おたふ  
くかぜワクチン  
乾燥組織培養不  
活化狂犬病ワクチ  
ン  

乾燥ガスえそウマ  
抗毒素  
ガスえそウマ抗毒  
素  
乾燥ポッリヌスウ  

マ抗毒素   

乾燥ガスえそウマ  
抗毒素  
ガスえそウマ抗毒  
素   

乾燥ボツリヌスウ  
マ抗毒素  

新型インフル エンザ （HINl）  

CDC／MMWR2009；  
58；（Dispatch）1－3  

（2009Apri121）  

90498に同じ   

クックド  ブタ胃  米国  

療法研究所  

新型インフル エンザ （HINl）  

CDC／MMWR2009；  
58：（Dispatch）1－3  

（2009Aprう121）  

90498に同じ  

ブタ胃  米国  

スペプトン  療法研究所  新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

CDC／MMWR2009こ  
58：（Dispatch）1－3  

（2009Apri121）  

9049引こ同じ  

ブタ胃  ＿ヽ◆  
＿・ユ■‾■ン‾■  

ランド、オー  

ストラリア、  

米国  
カナダ、イタ  

リア、米国  

CDC／MMWR2009；  
58；（Dispatch）1－3  

（2009Apri121）  

療法研究所  
90498に同じ  

沈降精製百日せき  
ジフテリア破傷風  
混合ワクチン  
沈降精製百日せき  
ワクチン   

沈降精製百日せき  
ジフテリア破傷風  
混合ワクチン  
沈降精製百日せき  
ワクチン  

iンクレア  ブタ膵臓  

療法研究所  CDC／MMWR2009；  
58：（Dispatch）1－3  

（2009Apri121）  

90498に同じ  

ヒト血液  日本  

日本細菌学会第  
82回総会（2009  
March12．13，14）  
P2－182  

CDC／MMWR2009：  
58；（Dispatch）1－3  

（2009Apri12り  

療法研究所  プラスミン  

細菌感染  90498に同じ  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

90498に同じ  

厚生労働省 新型  
インフルエンザに  
関する報道発表資  
料2009May16  

90498に同じ   

68／148ページ  



概要  

化学及血清  
療法研究所  

デオキシリ  
ボヌクレ  
ア疇ゼⅠ  

ニューソー  

ランド  

ニューソー  

ランド、オー  
ストラリア  

中国  

活化A型肝炎ワク  
チン  

乾燥組織培養不  
活化A型肝炎ワク  
チン  
乾燥ボツリヌスウ  
ごマ結線‥．‖．．  
ウロキナーゼ  

2009／10／23  
リボヌクレ  ウシ膵臓  

蕪‾  蕪‥  
療法研究所  アーゼA  

わかもと製 薬  

ウロキナー ゼ   
人尿  

2009年3月24日（世界結核デー）に公表されたWHOの第13回結  
核年次報告書によると、2006年と比べて2007年では結核感染  
者総数は減少しており、人口当りの感染者数も減少している  
が、22カ国が世界の80％の結核感染を占め、2007年には多剤  
耐性（MDR）の結核例は500，000例報告されており、2008年末ま  
でに55カ国から広範囲薬剤耐性（×DR）結核例の報告があった。  
感染者の多い地域では、MDRの割合はト14％であり、そのうち  
XDRの割合は21％程度である。結核は貧困地域での疾病である  
が、財政難や失策により保健システムが機能していないために  
対処できない地域もある。DOTS（directIyobsen／edproblem）が  
実施されず、単剤投与やノンコンプライアンスが見過ごされる  
と、イソニアジド耐性菌が現れ、次いでリファンピシン耐性菌が  
増加する。MDR結核菌は他の薬剤にも急速に耐性を獲得し、阻  
止できない。また、個別治療は複数剤投与を最適化し、更なる  
耐性獲得を制限できるが、検査や診断する資力が限られている  
ため、画一的な方法を余儀なくされ、更にMDR結核菌に不適切  
な投与を行う事となる。  

N EnglJMed  

2009：360：2393－  

2395  

2009年7月2日現在、日本でタミフル耐性を示す新型HINlイン  
フルエンザの遺伝子的変異株を初めて確認した。厚生労働省  
は患者のタミフル感受性は検査済みであると報告した。この患  
者は、2009年5月に新型インフルエンザ感染の確認がなされ、  
回復しており、年齢および性別は不明である。なお、世界で最  
初にタミフル耐性が認められたのは、デンマークであった。  

2009年7月3日、インドMeghalayaではZOO8年以降総計257人が  
meningococcaImeningitis（髄膜炎菌性髄膜炎）の疑いで死亡し  
たと、州当局は発表した。2008年には130人（うち確定10例）が  
死亡し、2009年にはこれまでに127人（うち確定4例）が死亡して  
いる。政府当局は、これまでに2000倒以上の報告が州からなさ  
れているが、状況は統制下にあり防御策は実施さていると述  
べ、約1憶のワクチンをWHOから調達しており、感染のあった3  
つの地域で無料のワクチン接種を計画している。また、大規模  
な啓蒙活動に着手しており、予防薬は無料で配られている。   

ProMED．mai1  

20090723．2391  

髄膜炎菌性  
髄膜炎  

ProMED－maiI  

20090723．2426  
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WHOに報告のあった各国のインフルエンザ／くンデミック  
（HINl）2009の感染者数の更新情報である。2009年5月1日－7月  
6日にWHOに報告のあった累積症例数（および死亡例があった  

場合は死亡数）およぴ2009年7月21日現在、ECDC（European  
CentreforDiseasePrevensionandControJ）（こよってまとめられ  
た累積症例数を国別に示した集計表が発表され、日本における  
2009年7月21日現在の累積数は4275症例であり、死亡例はな  
かった。   

2009年8月1日、中国当局はQinghai州の辺境の町Ziketanにお  
ける肺ペストのアウトブレイクを報告した。1例日は32歳牛飼い  
の男性で7月26日に発熱と吐血を発症し、病院搬送中に亡くな  
り、翌日葬られた。7月30日、接触のあった関係者11人が発熱  
および咳で入院し、8月1日には、1例日を含めた12例全員がペ  
スト菌陽性であった。翌日、初発症例の64歳の義父と37歳近隣  
男性も死亡した。残り9例中、1例は重症、もう1例は発熱および  
咳の急性症状を呈し、7例は、安定している。8月6日、地方の保  
険局は接触のあった332人を医療観察のため隔離し、交通規制  
を実施した。疫学調査から、このアウトブレイクの感染源は野生  
マーモットであり、初発症例の飼い犬と接触があった。この地方  
では野生の肺ペストが動物間に流行しており、耐性菌は存在し  
ないことから、この3死亡例は対処の遅れによる。  

2009年の1月から5月22日までの、ブラジルバイーア州における  
古典的デング熱症例数は82402例に達し、2008年間時期  
（28432例）と比べて220％増加している。確定死亡例は55例で  
あった。  

2009年6月11日、PeopLe’sDaily（人民日報）はモンゴルの  
Bayan－01gii州在住の14歳の子供が2009年5月29日にマーモッ  

トを食べた後、ペストに羅患したと報じた。症状は2009年6月2日  
に現れた。   

2009年6月14日、デング熱のアウトブレイクがタイのMaeHong  
Son地域で懸念されており、2008年より更に深刻であると予測さ  
れた。同地域公衆衛生局の専門医は、デング熱が地域医療機  
関にとって2008年よりも更に大きな問題となる事を示す情報を  

発表した。2009年の今日までに約155例のデング熱症例が報告  
されたが、2008年と比較すると、既に2倍増加している。アウトブ  
レイクを防ぐために、蚊よけの使用や蚊帳での就寝および花瓶  
の水は毎週取り替える事などを提言した。   

ProMED－mai1  

20090722．2599  

WHO2009August ll  

人血液  
日本  

わかもと製 薬  
ウロキナーゼ  

人血清ア ルブミン  ProMED－mai1  

20090608．2121  
デング熱  

ProMED－mai1  

20090612．2177  

ProMED－mai1  

20090614．2211  
デング熱  
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概要  

インドネシアのKaLimantanで検出されたPlasmodiumknowlesi  
（二日熟マラリア）の初症例である。22試料はKalimant∂n在住の  
重症だが合併症のないマラリア患者（4例）から採取され、すべ  
ての試料はP，faLcipartLmもしくはp．vivaxとの合併マラリア感染と  
診断された。これらはドイツの研究所に運ばれ、4つのと卜病原  
種およぴP．knowlesiについてrRNA遺伝子のスモールサブユニッ  
トを増幅する分子生物学的方法により同定を行った。その結  
果、4例は、P．vivaxとの混合マラリアであったが、P．knowlesirこ陽  
性を示した。自然宿主の分布と東南アジアでの症例から、インド  
ネシアの他の地域や島でも検出される可能性がある。サルマラ  
リアのヒトへの自然感染はまれであると考えられていたが、  
P．knowlesiのヒト感染はアジアにおいて予測されているよりも多  
いと思われる。2002年にマレーシアで、非典型症状の  
P．maLariaeが増加したが、neStedPCRの結果これらのマラリア  
症例の50％以上がP．knowIesiであった。また、2001－2006年の後  
ろ向き調査の結果、マレーシアボルネオのSaraw8kでは、患者  
試料の28％でP．knowlesが確認され、P．maIariae感染によるとさ  
れた異常死亡4例からP．knowlesが検出された。  

ProMED－mai1  

20090621．2278  

2009年7月1日、カンボジアの保健省はデング熱が小児にとって  
深刻な問題となっており、症例の多くが′小児である事を発表し  
た。2009年にはこれまでにデング熱に感染した3333人の小児  
が治療を受け、10例が死亡している。2008年には感染した小児  
は1811例および死亡例は23例に留まっており、罷患数は著しく  
増加している。  

ProMED－mai1  

20090706，2425  
デング熱  

マレーシアではデング熱に立ち向かい、制御する活動への地域  
の参加レベルは低〈、2009年6月2ト27日における2009年ベク  
ターコントロール活動も全部を実施できなかった。2009年7月3  
日、保健局は、この同時期におけるデング熱症例は749例、死  
亡は2例であり、デング症例が著しく増加した5つの州を公表し  
た。また、2009年のデング熱症例総数24，534例および死亡総数  
62例であり、2008年の同時期にはそれぞれ20，721およぴ45で  
あった。  

ProMED－mai1  

20090706．2425  
デング熱  

ウイルス感  
テクングニヤ  染  

CDC2009August 17  
90550に同じ   

71／148ページ  



インドのKeralaの5地域、特に北部において、モンスーンの季節  
の間に、数十万のヒトが主に故に刺されることで発症するウイ  
ルス熟に感染しており、この地域でこれまでに10人が死亡した。  
衛生報告によると、この5地域で15万人以上のヒトが数日で感  
染しており、インド政府は病気の広がりを検証するために必要  
なすべての手順をとっている。デング熱、テクングニヤおよび肝  
炎の症例も多数報告されている。地域によって症状は異なる  
が、蚊が媒介する伝染病もしくは激しい体の痛みを伴うウイル  
ス熟によるとしている。Malappuramの地区管理医師はモンスー  
ンの後、発熱患者は特に6月およぴ7月に急増しており、先月と  
比べると100倍の報告があった。これは通常のウイルス熟では  
なく、激しい痛みと発疹を伴う膨張を呈しており、これらの領域  
で広がっているテクングニヤもしくはその類似ウイルス疾患によ  
ると述べた。  

ベトナム保健省予防医学管理局はデング熱を防ぐために蚊の  
幼虫を殺傷する目的で、州の保健局と予防医学センターに少な  
くとも1年に2回薬品を散布するよう依頼した。衛生疫学研究所  
は、蚊の幼虫の発生を防ぐために湖や池に薬品を散布する試  
験的な計画を立てている。また、同研究所は、節足動物に感染  
している細菌であるWolbachiaを使用する研究を行っており、  
Wolbachiaは蚊の寿命を縮める。当局は、この細菌を放出する  
ための蚊が生息している地域を選定している。当局によると、  
2009年7月19日現在、国内で36．046例のデング熱感染が報告  
されており、主に南部で2008年の同時期より11．7％増加してい  
る。  

ウイルス感  
テクングニヤ  染  

ProMED－mai1  

20090730．2666  

ProMED－mai1  

20090803．2723  
デング熱  

2009年8月9日、インドBiharのMunger地区で脳マラリアによリ6  
例（子供を含む）が死亡し、1000人以上がこの病気で苦しんで  
いると、地域保健局は発表した。この感染が初めて報告された2  
週間前以降、死亡がMungerのHaveljKharagpurで起きた。  
HaveIiKharagpurでは80の村が脳マラリア症例を報告している。  

ProMED－mai1  

20090810．2840  
デング熱  

2009年8月13日、スリランカ厚生省の疫学局はデング熱症例数  
は22，757に増加しており、これまでに232例が死亡したと発表し  
た。最新の統計によると22，757例のうち最も患者数の多かった6  
月では7050例であり、続いて7月までに6714例が報告された。  
2008年には4156感染例およぴ85死亡例のみであり、著しい増  
加を示していることから、当局は、蚊が媒介する感染を撲滅す  
るために国民意識を高めるキャンペーンを実施している。  
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HBsAg（hepatitisBsurFaceantigen）に陽性を示した供血者と  
HBV（hepatitisBvinJS）感染者とのHBVgenotypeを比較するた  
め、HBsAg陽性供血者の遺伝子型を決定した。2006年10月－  
2007年9月の日本人供血者のデータは日本赤十字社から提供  

を受け、1887例についてHBVの主な6genotypes（A－F）を  
EuSA（enzyme－Iinkedimmunosorbentassay）法によって決定し  
た。HBsAg陽性ドナーについてHBVコア抗原に対するIgM抗体  
の有無の確認を行った。供血者と患者間で示された  
HBVgenotype分布における有意差はC／B遺伝子型比で認めら  
れ、この比率は供血看で低く（2．0－3．9）、患者で高かった（5．3－  

18．2）。また、genOtyPeBの比率は10歳代の13．8％から増加し、50  
歳代では42，4％であったが、genOtyPeC比率は10歳代の83．1％か  
ら50歳代の55．1％に減少した。HBcAgに対するIgM抗体および  
NAT（nucJeicacidtest）両者に陽性であるドナーでは、  
genotypeAおよぴBは男性のみであった。日本人供血者におけ  
るHBVgenotypeの年齢特異的な分布は、8／C遺伝子型比に特  
徴があり、米国もしくは西欧諸国由来であるHBVgenotypeAの  
性特異的分布は、日本人男性ドナーに観察された。  
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2009年8月4日、ブラジルMazagaoで過去3カ月間に657例がオロ  
ボーチ熟に感染した事を当局は発表した。このうち29例は  
IEC（lnstitutoEvandroChagas）によって確定診断がなされ、この  
病気の原因はCulicoides属ヌカカによる刺岐であると分かった。  
症状はデング熱やマラリアに似ており、発熱、頭痛およ全身性  
筋肉痛である。初発例は2009年3月に発生し、4月および5月に  
は報告が激増し、MazagaoのVelhoおよぴCarvaoで600を超え  
た。オロボーチウイルスはブラジルで2番目のアルポウイルス熟  
の原因ウイルスであり、ブラジルでは過去30年間に約50万人の  
発熱例が起きている。オロボーチ熟のアウトブレイクはアマゾン  
地域でのみ報告がある。  
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シルベニア州の保健局から野生ブタ狩猟に関連したブルセラ症  
の2症例について報告を受けた。狩猟が行われているフロリダ  
州を含めた3州の保健局とCDCが調査を行った結果、2例（患者  
AおよぴB）はブタ流産菌感染によるブルセラ症が確定し、1例に  
ついてはその兄弟（患者C）が疑いと診断された。3例とも感染源  
は野生ブタ狩猟と関係しており、少なくとも2例は曝露から4－6カ  
月経過するまで兆候はなかった。患者AおよびBの臨床症状  
は、発熱、倦怠感、寝汗および発症前からの体重減少などで  
あった。また、患者Bの血液および狩猟で得たブタ肉から検出し  
たB．suis分離菌の遺伝子型解析を行った結果、これらの関連性  
が示唆された。患者Cは患者Bと野生ブタ狩猟を共にした以外に  
要因はなかったが、CDCは患者Cの血清中IgG力価からブルセ  
ラ症の疑いと判断した。  
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2008年に南アで発生した致死性出血熱のアウトブレイクにおい  

て、30年ぶりに新規の旧世界アレナウイルスが分離された。発  
見された地名（Lusaka，Johannesburg）より、LLUOVimsと命名さ  
れた。   

異常プリオン蛋白（PrPsc）に特異的l＝結合するリガンドを用いた  

新しいクロマトグラフィ法が開発された。VCJD（variant  
Creutzfeldt，Jakob）伝播リスクの観点から安全性を向上させる  
ために、SD（soIvent／detergent）処理された血祭分画製剤  
OctapLasLGの製造過程に本法を導入し、PrPsc除去効果を調  
べた。Octaplas製造の途中および最終製品にPrPscが含まれた  
脳ホモジネートをスパイクし、リガンドゲル1mL当りのbinding  
capacity（結合能）およびヒト由来PrPscに対するリガンドゲルの  

特異性を調べた。PrPscの検出および定量にバリデートされた  
Westemblot法が用いられた。その結果、reductionfactoイRF）  
は≧3．OloglOであり、ゲルのPrPsc結合能は≧6loglO（D50／mIと  
非常に高かった。また、ゲルは動物（ハムスターとマウス）およ  
びヒト（sporadicおよびvariantCJD）由来であるPrPscl＝特異的に  

結合する。この新しいPrPsc除去ゲルはOctapJasLGからvCJD  
の病原因子を除去できる非常に高い性能を示した。   
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2009年6月29日、ロッシュ社はデンマークにおいてHINlインフ  
ル工ンザに感染した患者がタミフル治療に抵抗性を示した事を  
報告した。ブタインフルエンザでは初症例である。HNlのタミフ  
ル耐性株が蔓延している兆候はなく、2009年にタミフル耐性株  
が出現し、広く蔓延している季節性HINlインフルエンザとは対  
照的である。英国HPA（HealthProtectionAgency）においても新  
型インフルエンザのアウトブレイク当初から抗ウイルス薬耐性  
株の監視を行っているが、英国での定型調査では、オセルタミ  
ビルもしくはザナミビル耐性は検出されていない。  

新型インフル エンザ （HINl）  

ProMED－mai1  

20090630．2359  

新型インフル エンザ （HINl）  

WHO2009June ll  
90589に同じ  

2009年7月23日、EMA（EMEA）は「CJDおよび血莞・尿由来医薬  
品に関するCHMPの見解書（CHMPpositionstatement）」を改訂  
する必要性についてconceptpaperを発表した。このCHMP見  
解書が最後に改訂されたのは2004年6月であり、2004年以降、  
白血球非除去赤血球輸血と関連した4例のvCJD感染や動物モ  

デルにおける尿中に検出されたTSE感染性などの発見が蓄積  

してきた。現在の見解書は血井および尿由来製品は網羅してい  
るが、CJDやvCJDおよびヒト組織を利用した先進治療製品に関  
する特定のガイダンスは示されていない。そこで、見解書は最  
新の疫学的データを把握し、ヒト組織における異常プリオン蛋白  
の分布に関する新しい発見や血菜おより尿由来製品による  
vcJD感染および伝播のリスクを反映させる必要がある。2004  
年には不確かだったが更なる根拠が蓄積したいくつかの内容に  
ついて改訂する。2005および2007年にEMEAで開催されたCJD  
リスクと血兼および尿由来医薬品に関する会議結果も今回の  
改訂に盛り込む。更に、血渠由来医薬製品にリスク評価に影響  
を及ぼす今後の状況についても考慮する。改訂されたCHMP意  
見書は3ケ月間の意見公募を経て2010年に適用される。  
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WHOはパンデミック（HINl）2009の最新情報を週毎に更新してお  
り、2009年10月4日現在、WHOに報告されたパンデミックインフ  
ルエンザ（HINl）2009の確定症例は375，000例、死亡例は4．500  
例であった。多くの国では個別症例を数えるのを止めており、症  
例数は実際に発症した数より顕著に低い。北半球の温暖な地  
域では、インフルエンザウイルスの伝播およぴIuの割合は増加  
し続けており、アメリカおよぴアジアの熱帯地域ではインフル工  
ンザの伝播は続いているが、インフルエンザ活性は可変的であ  
り、また、南部および南アジアの多くの地域では、インフルエン  
ザの伝播はゆっくりと低下している。一方、南半球の温暖な地  
域では、インフル工ンザの伝播は大きく低下している。  
GISN（GlobaJ）nfluenzaSun／eillanceNetwork）は抗ウイルス薬オ  

セルタミビルに耐性を示すHINlウイルスパンデミックウイルス  

の散発的な事例の検出を続けており、今日までに、（10，000以  
上の臨床サンプルのうち）31の耐性株が世界中で検出された。  
すべてのウイルスが同じH275Y変異を示し、この変異が抗ウイ  
ルス薬オセルタミビルに耐性をもたらし、ザナミビルには影響は  
ない。  
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ウシ及びマウスの消化管上皮細胞株を樹立し、濾胞随伴上皮  
に存在するM細胞のinvitro分化誘導系を開発するなど、経口  
摂取した異常プリオン蛋白の生体への初期侵入機構の解明を  
目的とした研究の報告。  

ウシ及びヒツジの回腸と十二指腸に、逆行性のトレーサーを注  
入して、回腸遠位部から延髄に伸びる交感・副交感神経経路に  
おけるプリオン移行の解析を行い、また、ウシ回腸遠位部での  
物質の取り込みや神経網について行った研究の報告。   

国内初発のBSEをマウスヘ伝達・継代した結果、美園のBSEを  
伝達した結果と同様の結果が得られ、ウシでの解析結果と一致  
して、日本初発の8SEが英国のプリオン株と同じである可能性  
が示唆されたという報告。また、BSE、羊スクレイピーをマウス  
へ初代伝達した際の病変形成・発症について病理学的に検討  
を行った研究の報告。   

正常プリオンタン／iクのPrPsc（prionprotein）への変換はプリオ  
ン病の基本的な要因であるが、その分子メカニズムやPrPsc蓄  
積の影響は不明である。細胞培養におけるPrPscの蓄積に関  
与する分子の変化を調査するため、転写プロファイルについ  
て、PrPsGが蓄積している初代培養ヒツジミクログリアとPrPscが  
欠損しているミクログリアをAf旬metrixのウシゲノムアレイを用い  
て比較した。アレイの結果、PrPscが蓄積しているミクログリアで  
は、19の遺伝子の発現は上昇し、30の遺伝子の発現が抑制さ  
れており、培養ミクロダリアにおける慢性的なPrPscの蓄積が結  
果として限られた転写応答になる、とする仮説を支持する結果  
となった。  
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B型肝炎の再燃とは、非活動型もし〈はB型肝炎が治癒した患  
者にB型肝炎ウイルス（HBV）の急激な増幅が起きることであ  
る。最も説明が成されている例として、B型肝炎の再燃はリンパ  
腫または白血病の癌化学療法を受けている非活動性もしくはほ  
とんど活動していないB聖肝炎表面抗原（HBsAg）キャリアに  
起きている。通常は化学療法の問血清中HBVDNAが上昇し、  
化学療法中止後に免疫再構築による疾病増悪およびH日VDNA  
クリアランスと続く。いくつかの無作為化プラセポ対照試験は、  
抗ウイルス剤の予防投与によって再燃を防ぐことができることを  
示した。癌化学療法や移植を行うHBsAg陽性者にルーチンの  
予防が推奨されるが、HBsAgスケノーニングを行う患者の選定  
や使用する抗ウイルス剤の種類や期間、およびHBsAg陰性の  
B型肝炎治癒患者への予防など疑問はある。再燃の分子生物  
学的メカニズムや異なる患者集団における診断、治療および予  
防の最適化についての研究が望まれる。  
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2005年8月、カナダ血液サービスは入れ墨や耳もしくは体のピ  
アスに対する供血延期の期間を12ケ月から6ケ月に短縮した。  
本研究では、この変更が血液の安全性および安定供給に及ぼ  
す影響を評価した。最近の供血者40．000名を対象とし、普及率  
を調べた結果、入れ墨、耳、休のピアスについてそれぞれ調査  
回答者の13．7、53、6、10．4％であり、過去6ケ月以内の実施は最  
大0．7％であった。Nationa＝：pidemiologyDonorDatabaseを用い  
て算出した供血延期期間変更前および後の感染症（TD）マー  

カー率は、100，000供血当たり21．6およぴ19．2であった。症例対  
照試験はTD陽性供血者とマッチした対照者間のリスク因子を  

比較して行われ、最近の入れ墨やピアスはHCVまたはHBVのリ  
スク因子ではなかった。延期期間の短縮により、供血延期の件  
数は入れ墨で20％、ピアスで32％減少した。供血期間の短縮後、  
検出できるほどの安全性に対する影響は少なく、血液供給にお  
いては期待効果以下ではあるが有効であった。  
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概要  

オランダでは2007および2008年のアウトブレイク後再びQ熟報  
告が2009年4月から急増し、1月1日一5月11日の間、総計345症  
例が報告された。男女比は約1．7：1で、年齢中央値は49（38－  
61）歳であった。ほとんどの患者が2007および2008年の報告と  
同様、Noord－Brabant地方の同地域の住民であるが、感染領域  
は拡大傾向にある。オランダにおける0熟の主な臨床症状は肺  
炎であり、2008年に報告された患者は、545例が肺炎、33例が  
肝炎、115例が他の発熱性疾患を発症した。Noord－Brabant地  
方には大規模なヤギ農場が集中しており、流産の増加している  
農場が発生源と疑われる。小型反賽動物へのワクチン接種義  
務化が始まっており、2010年には効果が出ると考えられる。  

ブラジルで2006年1～11月に発生したアメリカ・トリ／くノソーマ症  
のアウトブレイク（178症例）について、調査の結果、アサイー果  
実を潰す際に、原虫を媒介するサシガメの排泄物が混入した可  
能性が考えられた。   

ベネズエラでグアヴァジュースの摂取によるアメリカ・トリパノ  
ソーマ症のアウトブレイクが発生し、同学校に通う児童47名と教  
師3名が感染。児童3名が死亡。   

CBERから、輸血用全血、血液成分製剤、ヒト細胞・組織及びヒ  
ト細胞・組織由来製剤のTrYPanOSOmaCn」Zが伝播する危険性  
を低減するための血清学的検査実施についてのガイダンス案  
を公表。  
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2008年9月以降の6ケ月間、ニューヨーク市において輸血関連  
バベシア症の報告急増。市衛生局は医療従事者に対し、3ケ月  
以内に輸血又は臓器移植の既往歴があり、発熱／溶血性貧血  
を呈する患者の鑑別診断にバべシア症を考慮するよう勧告し  
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2002－2003年に高知県で日本紅斑熱が疑われた患者川名の保  
存血液を解析した結果、2名からヒトアナプラズマ（Anaplasma  
phagocytophilum：A．p．）に特異的なp44／msp2遺伝子が検出さ  
れ、ヒトアナプラズマ症の国内における存在を初めて確認した。  
1例はヒトアナプラズマ症で、もう1例はA．p．と日本紅斑熟リケッ  
チア（Rickettsiajapomicar．Rj）の混合感染症であった。  
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2005～2008年度のCBERに報告された供血後及び輸血後の死  
亡例概要。2008年度は、受血者72件、供血者10件の死亡報  
告。受血者死亡の内訳は、46件が輸血関連もの、8件が輸血関  
連性否定できないもの、18件が輸血と関連しないもの。微生物  
感染はパベシア症5件、Staphylococcusaureus、  
Staphylococcusepidemlidisがそれぞれ1件。05～08年度の微  
生物感染28件中、10件をバベシア症が占めている。  
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米国ニューメキシコで2匹の死亡したウサギから野兎病が確認  

された。1例は4月9日にSantaFe市街から数マイル南西にある  
L。Cienegaで、もう1例は4月8日に同市街のすぐ西で死骸で見  
っかった。また、5月31日にSantaFe北端で死亡したウサギが  
見つかり、ペスト（Yersiniapesti＄）に陽性であった。これらウサギ  
の死亡と関連したヒトおよびペットの報告はなく、抗生物質によ  
る予防は必要ない。ニューメキシコ当局はウサギが細菌感染に  
ょっておこる野兎病で死亡していること、またペスト感染を避け  
るため予防措置に従うよう呼びかけた。  
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中国  
ブタ  

大洋薬品工  

業  
ヨーロッパで流行しているブタインフルエンザAウイルスのM2分  

節の遺伝子解析の結果、全亜型HINl，H3N2およびHIN2におい  
てSe，．。。31がasparagineに置換されているため、高い頻度でア  
マンタジン耐性を示してることが明らかとなった。また、すべての  
耐性株のM分節は単一の遺伝子系統に属している。1989年に  
初めてアマンタジン耐性株が分離され、最後にアマンダジン感  
受性株が分離されたのは1987年であり、アマンタジン感受性ウ  
イルスは変異が出現したすぐ後に耐性菌に置き換わったことを  
示唆している。コドンに基づいた自然淘汰の解析の結果、コドン  
30．31およぴ34の陰性選択がアマンタジン耐性を付与しているこ  
とが示され、ブタおよびヒトのコドン2．11－18およぴ54は置換率の  
パターンに違いが認められ異なる選択性が示唆された。M分節  
の置換によってアマンタジン耐性が変わることおよび  
A／WSN／33とavian－fikeなM分節との組換えの可能性がヒトの再  

集合体の出現を危惧させる。  
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